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新年 明けましておめでとうございます。 
 

 

           理事長 大澤二朗（社会福祉士、介護福祉士） 

 

 

「転換期の苦悩」（生活介護サービスへの道） 
昭和63年に芦屋みどり福祉作業所をはじめて今年で37年になります。 

この間、働く事、草刈りや庭木の剪定などの外作業を中心にやってきました

が、当初からのメンバーも５０歳代６０歳代になりました。近年は隣接する

特別支援学校からの重度の利用者の増加を考えた時に現状の「就労継続支援

事業Ｂ型」ではやっていけなくて、令和７年度から「生活介護」サービスの

導入を決断しました。しかし生活介護サービスは利用時間に応じた基本報酬

となり、障がいの重い利用者への短時間対応や送迎時間が報酬に反映されな

く、また看護師や医師の配置が義務付けされるなどの「生みの苦しみ」があ

ります。今後の法人運営を考えると乗り切って行かねばなりません。 
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み ど り 通 信 

現在、就労継続支援事業Ｂ型では、リード、総合公園、福祉センター、芦屋市内の公園清掃 

落ち葉掃き、ゴミ回収、ポスター貼り、マンション清掃等の仕事をしています。 
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みんなが一年間頑張ってつくった作品を 

出品しました。力作ばかりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 忘年会 12月 19日 

令和６年 12月４日～10日 

障がい児・者作品展 
     

 

 

 

 

 

 

昨年 8月より事務職員として勤務しています、巨瀬

（こせ）と申します。読みづらい名前ですが、半年

の間で利用者の方にだんだんと名前を覚えていた

だけて嬉しく思っています。前職では、ものづくり

の会社で事務員として働いていました。福祉施設で

働くのは初めてなので分からないことだらけです

が、これから色々なことを勉強し、教えていただき

ながら成長していきたいと思っています。よろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

職員紹介 

巨瀬 真奈香さん 

 

美味しい食事とゲームで楽しみました。 

大きな貼り絵です。みんなの共同作品。 

ビ
ン
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ム
で
１
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！ 
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社会福祉法人 芦屋みどり福祉会 事業ご案内 
 

芦屋みどり作業所（就労継続支援事業Ｂ型） 

みどり第２ホーム（共同生活援助） 

みどりホーム（短期入所）   日中一時支援 

〒659-0034 芦屋市陽光町 4-60  tel 0797-31-4001 fax 0797-26-6464 

  

芦屋みどりホーム（共同生活援助） 

春日ホーム（併設型短期入所） 

〒659-0021 芦屋市春日町 18-12  tel &fax 0797-34-9551 

 

見学ご相談等、歓迎いたします！ ぜひご利用ください。 電話 0797-31-4001  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょうされん  
全国大会 in滋賀 

に行ってきました。 

昨年 11月 8日 9日にきょうされん全国大会が、滋賀県で開催さ

れました。今回は作業所からは利用者の岸義三さん、岸川芳幸さ

ん、毛利彰さん、村上洋一さん、福田敏文さんと、職員の 5名が

参加しました。利用者さんは踊りをおどったり、凧作りをして楽

しかったと喜んでおられました。職員はそれぞれ関心のある分科

会に参加し学んできました。 

芦屋みどり作業所 生活支援員 若場三恵子 

社会福祉施設長認定講習 
 

昨年の１２月１２日から１６日に社会福祉施設長認定講習がありました。神奈川

県にある中央福祉大学院 ロフォス湘南に、全国の社会福祉施設長や次期施

設長１２０人ほどが集まりました。講習では、支援に関すること、経営に関する

こと、人材に関することなど大学で半年かける内容を集約して学びました。交

流会などで他施設の方々と会話する機会などもあり、とても充実した５日間が

過ごせました。研修施設近くの展望台から富士山が一望できるとのことで、朝

食後みんなで見物に行きました。   

芦屋みどり作業所 生活支援員 大田邦博 展望台からの富士山 
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令和5年度決算報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     （令和５年度収支決算書類はＨＰに掲載しています。）  HP：https://www.ashiyamidori.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きょうされん第 4８次 国会請願署名にご協力ください。 
 

 

 
 

◎請願項目 
１. 優生思想や障害による差別や偏見を根絶するために国は責任をもって、国会の謝罪決議と補償法をひろく周知し、優生

保護法問題を全面的に解決してください。 

２. 障害のある人の生活水準を「他の者と平等にするために障害年金を大幅に引き上げるとともに、家族依存から脱却でき

るための福祉制度を拡充してください。」 

３. 事業の存続が危ぶまれる職員不足を解決し、障がいのある人への支援を安定させるために、障がい報酬の時間払いと

日額払いをただちに見直し、基本報酬を大幅に拡充してください。 

４. 障害のある人や子どもの障がい福祉事業や補装具等の自己負担をただちに廃止してください。 

５. 障害のある人が６５歳になっても、自己負担なく必要な支援を自ら選べるようにしてください。 

６. 欠かせない役割を発揮している地域活動支援センターについて国は実態を調整し、安定して運営・支援できるよう、国

の責任で制度を拡充してください。 

障害者福祉についての 

法制度拡充を求める請願 
 

 

 

カンパのお願い 
◎ 一口 千円 

振込先（郵便振替）  

芦屋みどり福祉作業所後援会  

０１１６０＝２＝７７６３５ 
 

職員募集しています。 
作業所（支援員、事務員） 

グループホーム（世話人、夜勤職員） 
希望の方はお電話ください。 

TEL 0797-31-4001 ＨＰ https://www.ashiyamidori.com/ 


